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研究の概要

住民自治組織におけるエンゲージメントの測定手法の開発と実態調査
 

長崎県壱岐市のまちづくり協議会員（13団体合計300−400名）
 

 

住民自治活動に対する市民の主体的な参加意欲への理解を深め、

その向上のための知見を獲得する
 

 

● Work engagement
● JD-Rモデル（仕事の要求-資源モデル）

 

 

質問票により得られた量的データを共分散構造分析等で解析する
 

1. テーマ

2. 研究対象

3. 研究目的

4. 鍵概念

5. 研究手法



研究の流れ

鍵概念の先行研究とそれを踏まえた調査票の作成
● Work Engagement／仕事の要求ー資源モデル（JD-Rモデル）を鍵概念とし、先行研究を踏まえて54問の質問票を作成  

● 約40名の対象者に対して先行調査を実施し、設問の微調整を行った  

 

壱岐市の全てのまちづくり協議会参加者への調査実施
● 壱岐市に設立されている全13団体400名程に対して調査票を配布、回答された質問票を回収する 〜22年1月  

設定した仮説に対して、共分散構造分析による検証を実施
● 設問の正しさの検証を踏まえ、因子間の関係性の向きや強さを解析することで仮説検証を行う 〜22年2月  

 

 

上記の検証結果を踏まえて、更なる仮説の深掘りのための追加調査を実施
● ワークショップ等の介入を実施した前後のエンゲージメントの変化の測定  

● エンゲージメントの高低でまち協のグループ分けを行い、質的なアプローチから原因を把握する　など　まだ未定  

 

研究価値の焦点を定めて、背景や課題から結論までを整理
● 今回の仮説検証で得られた知見が社会のどこでどのように役に立つのかを一度立ち止まって考えて論文を執筆する  

1. 概念整理

2. 調査票作成

3. 調査実施

4. 分析

5. 追加調査

6. 結論導出

7. 論文執筆
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鍵概念：　ワーク・エンゲージメント



鍵概念：仕事の要求ー資源モデル（JD-Rモデル）
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リサーチクエスチョン

RQ-A. まちづくり協議会参加者のエンゲージメントに違いが生まれるのはなぜか？ 

┗仮説1. 仕事の要求度が高すぎる／低すぎる場合はエンゲージメントが下がる 

┗仮説2. 仕事の資源を多く得られている人ほどエンゲージメントが高い

┗仮説3. 個人の資源を多く有している人ほどエンゲージメントが高い

RQ-B. まちづくり協議会参加者のエンゲージメントの特徴はどのようなものか？ 

┗仮説1. 仕事の要求度がエンゲージメントに与える影響は比較的小さい 

┗仮説2. 仕事の資源の中ではリーダーシップと周囲からの認知が強い影響力を持っている

┗仮説3. 個人の資源の影響力は相対的に高く、中でも地域への愛着と感謝、PSMの影響が強い 

 

RQ-C. エンゲージメントの高低はまちづくり協議会参加者のアウトカムにどのような影響があるか？ 

┗仮説1. エンゲージメントが高い参加者は活動への主体的な参加意欲が高い 

┗仮説2. エンゲージメントが低い参加者は活動への参加意欲が低く、離脱意向が高い
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Government
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まちづくり協議会　役員

社会の構成要素と現在の仕事

持続的な地域社会の構想立案
　・市役所の組織改革
　・教育改革
　・住民自治活動の活性化
　・民間人材の登用

人事コンサルティング
ワーケーション施設

中長期人事戦略策定

市民エンゲージメント

市民エンゲージメント可視化
自治組織の組織開発

知見反映

実践実践

研究対象








